
 

   

 

前回会議での指摘事項への回答 

 

 

 

 

目 次 

 

（１） 平成 30 年度予算政府原案（文部科学省提出） ................................. 3 

（２） BSL-4 施設での研究経験者の略歴及び論文リスト .............................. 5 

（３） BSL-3 施設における排気検査 ............................................... 29 

（４） HEPA フィルタに関する WHO 基準の論拠 ...................................... 31 

 

  

 

資 料 ３ 
平成 30 年 3月 18 日 

第 15 回地域連絡協議会 



2 
 

 

 



 

3 
 

（１） 平成 30 年度予算政府原案（文部科学省提出） 

平 成 ３ ０ 年 ２ 月 

文 部 科 学 省 

 

 

 

平成３０年度予算案における長崎大学のＢＳＬ４施設を中核とする 

感染症研究拠点の形成に係る経費の計上について 
 

 

 

 「長崎大学の高度安全実験施設（BSL4 施設）整備に係る国の関与について（平成 28 年

11 月 17 日国際的に脅威となる感染症対策関係閣僚会議）」に基づき、以下のとおり世界最

高水準の安全性を備えた施設の建設及び安定的な運営のための維持管理、組織・人員体制

の整備等に必要な支援を行う。 

 

 

 長崎大学のＢＳＬ４施設を中核とした感染症研究拠点の形成に係る経費 １２．８億円※ 

（研究費、人材育成費、施設設備の整備に係る経費など） 

うち、施設設備の整備に係る経費                 １０．０億円 

 

※感染症研究革新イニシアティブ、国立大学法人施設整備費補助金、国立大学法人

運営費交付金により措置 

 

 

 

＜各事業概要＞ 

○感染症研究革新イニシアティブ 

感染症の革新的な医薬品の創出を図るため、BSL4 施設を中核とした感染症研

究拠点に対する研究支援（長崎大学が行う病原性の高い病原体の研究（海外の

BSL4 施設を活用した研究等）や人材育成、世界最高水準の安全性を備えた研究

設備の整備等）、病原性の高い病原体等に関する研究開発を行う。 

 

○国立大学法人施設整備費補助金 

  国立大学法人が行う施設の整備に要する経費に対して補助を行う。 

 

○国立大学法人運営費交付金 

  国立大学法人が行う教育研究の基盤的経費として措置を行う。 
 

以上 
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【平成３０年度予算案の内訳等】 

（資料４における寺井委員からの質問に対する回答を抜粋） 

 

平成３０年度予算案のうち、長崎大学の BSL4 施設を中核とした感染症研究拠点の形

成に係る経費については約１２．８億円を計上しておりますが、現時点において「感

染症研究革新イニシアティブ」については、およそ１０．８億円(約８４％)、「国立大

学法人施設整備費補助金」については、およそ０．２億円(約２％)、「国立大学法人運

営費交付金」については、およそ１．８億円(約１４％)の予算を措置する予定です。 

また、「国立大学法人施設整備費補助金」については、平成３０年予算案において、

長崎大学全体に措置される予定の約２．７億円のうち、およそ０．２億円(約７％)を

当該整備計画のための予算として措置する予定です。 

「国立大学法人運営費交付金」については、平成３０年度予算案において、長崎大

学全体に措置される予定の約１５７億円のうち、およそ１．８億円(約１％)を、世界

をリードする感染症教育研究拠点の形成に係る組織・人員体制の整備等のために措置

する予定です。 
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（２） BSL-4 施設での研究経験者の略歴及び論文リスト 

 

 

○ BSL-4 施設で経験を有する専門家は、具体的には、安田二朗教授、早坂大

輔准教授、浦田秀造助教及び櫻井康晃特任研究員の４人で、略歴及び論文

リストについては、６ページから 28 ページのとおりです。 

 

＜目次＞ 

①安田二朗教授 ･････････････････････････････････････････････ 6 

②早坂大輔准教授 ･･････････････････････････････････････････ 16 

③浦田秀造助教 ････････････････････････････････････････････ 24 

④櫻井康晃特任研究員 ･･････････････････････････････････････ 27 

 

○ 本学としても、国内に研究・人材育成を目的とした BSL-4 施設が存在して

おらず日本人研究者が少ないという事情はあるにせよ、４人という人数が

必ずしも十分とは考えておらず、今後も BSL-4 施設での経験を有する専門

家を新たに採用したり、本学の研究者等を国内外の BSL-4 施設に派遣した

りするなど、積極的に BSL-4 病原体・感染症の研究分野で活躍する人材を

育成する取組を進めて参ります。また、他大学の専門家からも、本学に設

置を計画している BSL-4 施設に対しては、研究・人材育成等の観点から期

待の声が寄せられているものと考えております。 

 

○ なお、基本構想において「坂本キャンパスには、感染症の専門家が 150 人

程度在籍」と記載した点については、BSL-4 施設を直接は用いない研究者

も含めて関連学問領域の専門家が多数集積すること等から本学全体での研

究交流が期待できること、医師・看護師等が在籍する大学病院との連携に

より患者発生の緊急時対応等を通じた地域の感染拡大防止への貢献が期待

できること等をご説明する際の一つの材料としてお示ししたものです。 
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長崎大学における BSL-4 施設実験経験者の経歴及び論文等（①安田二朗 教授） 

 

平成 30 年 3 月 18 日現在  

項 目 概 要 

氏 名 安田 二朗  

略 歴 

 

1994 年 4 月～1996 年 3 月 Department of Microbiology, University of Alabama 

at Birmingham, USA, Postdoctoral Fellow 

1995 年 4 月～1996 年 3 月 （上記兼務）日本学術振興会 海外特別研究員 

1996 年 4 月～2000 年 3 月 東京大学医科学研究所 助手 

2000 年 4 月～2003 年 9 月 北海道大学遺伝子病制御研究所 助教授 

2003 年 10 月～2010 年 12 月 警察庁科学警察研究所 室長 

2008 年 9 月～2009 年 9 月 （上記兼務） 

Novel and Dangerous Pathogen Unit (BSL-4),  

Health Protection Agency (HPA) Porton Down, 

UK, Staff Scientist 

2010 年 12 月～現在 長崎大学熱帯医学研究所 教授 

2017 年 4 月～現在 長崎大学感染症共同研究拠点 教授 

長崎大学感染症共同研究拠点高度安全実験(BSL-4)施設

設置準備室長 

非常勤（BSL-4 関連分のみ） 内閣府 NBC テロ対処に関する内閣危機管理監アドバイ

ザー（2006 年～2012 年） 

科学技術振興調整費運営委員(BSL4)(2006 年～2008 年) 

文部科学省安全・安心科学技術プロジェクト運営委員

（2008 年～2017 年） 

慶應義塾大学グローバルセキュリティ研究所客員上席

研究員（2008 年～2011 年） 

内閣官房「高度安全実験施設を中核とした感染症研究拠

点の形成にかかる調査」アドバイザー（2017 年） 

経 験 BSL-3  27 年 BSL-4  10 年   

論文 

リスト 

① Kurosaki, Y., Takahashi-Ueda, M., Nakano, Y., Yasuda, J., Koyanagi, Y., Sato, K., and 

Nakagawa, S. Different effects of two mutations on the infectivity of Ebola virus 

glycoprotein in nine mammalian species. Journal of General Virology, in press. 

9 種類の動物種におけるエボラウイルス増殖に影響するウイルスタンパク質上の変異を同

定した。 

 2 Kurosaki, Y., Martins, D.B.G., Kimura, M., Catena, A.D.S., Borba, M.A.C.S.M., 

Mattos, S.D.S., Abe, H., Yoshikawa, R., de Lima Filho, J.L., and *Yasuda, J.: 

Development and evaluation of a rapid molecular diagnostic test for Zika virus 

infection by reverse transcription loop-mediated isothermal amplification. Scientific 

Reports, 7(1):13503, 2017. 
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論文 

リスト 

3 Sakurai, T., Nakagawa, S., Bai, H., Bai, R., Kusama, K., Ideta, A., Aoyagi, Y., Kaneko, 

K., Iga, K., Yasuda, J., Miyazawa, T., and Imakawa, K.: Novel endogenous 

retrovirus-derived transcript expressed in the bovine placenta is regulated by WNT 

signaling. Biochemical Journal, 474, 3499-3512, 2017. 

 

 4 Howson, E.L.A., Kurosaki, Y., Yasuda, J., Takahashi, M., Goto, H., Gray, A.R., Mioulet, 

V., King, D.P., and Fowler, V.L.: Defining the relative performance of isothermal assays 

that can be used for rapid and sensitive detection of foot-and-mouth disease virus. 

Journal of Virological Methods, 249, 102-110, 2017.   

 

 5 Watanabe, K., Ishikawa, T., Otaki, H., Mizuta, S., Hamada, T., Nakagaki, T., Ishibashi, 

D., Urata, S., Yasuda, J., Tanaka, Y., and Nishida, N.: Structure-based drug discovery 

for combating influenza virus by targeting the PA-PB1 interaction. Scientific Reports, 

7(1):9500, 2017. 

 

 ⑥ Oloniniyi, O.K., Kurosaki, Y., Miyamoto, H., Takada, and *Yasuda, J.: Rapid detection 

of all known ebolavirus species by reverse transcription-loop-mediated isothermal 

amplification (RT-LAMP). Journal of Virological Methods, 246, 8-14, 2017. 

既知のエボラウイルス種すべてを検出することができる新規迅速検査法を開発した。 

 

 7 Kusama, K., Bai, R., Nakamura, K., Okada, S., Yasuda, J., and Imakawa, K.: 

Endometrial factors similarly induced by IFNT2 and IFNTc1 through transcription 

factor FOXS1. PLOS One, 12(2): e0171858, 2017. 

 

 ⑧ Ueda, M.T., Kurosaki, Y, Izumi, T., Nakano, Y., Oloniniyi, O.K., Yasuda, J., Koyanagi, 

Y., Sato, K., and Nakagawa, S.: Functional mutations in spike glycoprotein of Zaire 

ebolavirus associated with an increase in infection efficiency. Genes to Cells, 22(2), 

148-159, 2017. 

エボラウイルスの感染効率を上げるエボラウイルスタンパク質の変異を見つけた。 

 

 ⑨ Maehira, Y., Jakimo, A.L., Saito, T., Kurosaki, Y., Yasuda, J., Tarui, M., Malvy, D.J.M, 

and Takeuchi, T.: Responding to ever-changing epidemiological dynamics of Ebola 

virus disease. BMJ Global Health, 1(3): e000180 (1-8), 2016. 

西アフリカのエボラ出血熱流行時にとった対応の紹介と提言。 

 

 10 Kurosaki, Y., Okada, S., Nakamae, S., and *Yasuda, J.: A loop-mediated isothermal 

amplification assay for rapid and sensitive detection of bovine papular stomatitis 

virus. Journal of Virological Methods, 238, 42-47, 2016. 
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論文 

リスト 

⑪ Kurosaki, Y., Magassouba, N., Bah, H.A., Soropogui, B., Doré, A., Kourouma, F., 

Cherif, M.S., Keita, S., and *Yasuda, J.: Deployment of a reverse 

transcription-loop-mediated isothermal amplification test for Ebola virus surveillance 

in remote areas in Guinea. Journal of Infectious Diseases, 214 (suppl 3): S229-S233, 

2016. 

西アフリカのエボラ出血熱流行時にギニア共和国の僻地で行ったエボラ調査に我々が開

発した検査法を導入した際の評価。 

 

 12 Uchida, L., Urata, S., Ulanday, G.E., Takamatsu, Y., Yasuda, J., Morita, K., and 

Hayasaka, D.: Suppressive Effects of the Site 1 Protease (S1P) Inhibitor, PF-429242, 

on Dengue Virus Propagation. Viruses, 8 (2), E46 (1-12), 2016. 

 

 ⑬ Shimada, S., Aoki, K., Nabeshima, T., Fuxun, Y., Kurosaki, Y., Shiogama, K., Onouchi, 

T., Sakaguchi, M., Fuchigami, T., Ono, H., Nishi, K., Posadas-Herrera, G., Uchida, L., 

Takamatsu, Y., Yasuda, J., Tsutsumi, Y., Fujita, H., Morita, K., and Hayasaka, D.: 

Tofla virus: A newly identified Nairovirus of the Crimean-Congo hemorrhagic fever 

group isolated from ticks in Japan. Scientific Reports, 6:20213 (1-11), 2016. 

日本のダニからクリミア・コンゴ出血熱ウイルスと近縁の新規ウイルスを分離した。 

 

 ⑭ Kurosaki, Y., Magassouba, N., Oloniniyi, O., Cherif, S.M., Sakabe, S., Takada, A., 

Hirayama, K., and *Yasuda, J.: Development and evaluation of reverse transcription 

loop-mediated isothermal amplification (RT-LAMP) assay coupled with a portable 

device for rapid diagnosis of Ebola virus disease in Guinea. PLOS Neglected Tropical 

Diseases, 10(2): e0004472 (1-12), 2016. 

携行型機器を用いたエボラウイルスの迅速診断検査法を開発し、エボラ出血熱が流行する

ギニア共和国で検証実験を行い、その有効性を示した。 

なお、本システムは日本政府の緊急支援として 2015 年にギニア共和国に無償供与された。 

 

 ⑮ Urata, S., Weyer, J., Storm, N., Miyazaki, Y., van Vuren, P.J., Paweska, J.T., and 

*Yasuda, J.: Analysis of assembly and budding of Lujo virus. Journal of Virology, 90(6), 

3257-3261, 2016. 

ルジョウイルス (BSL-4 病原体)の分子生物学的解析を行い、創薬標的を同定した。 

 

 16 Narahara, C., and *Yasuda, J.: Roles of the three L-domains in β-retrovirus budding. 

Microbiology and Immunology, 59, 545-554, 2015. 

 

 ⑰ Urata, S., and *Yasuda, J.: Cis- and cell type-dependent trans-requirements for Lassa 

virus-like particle production. Journal of General Virology, 96 (7), 1626-1635, 2015. 

ラッサウイルスの粒子形成機構が細胞の種類によって異なることを報告した。 
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論文 

リスト 

18 Yoshikawa, R., Miyaho, R., Hashimoto, A., Abe, M., Yasuda, J., and Miyazawa, T.: 

Suppression of production of baboon endogenous virus by dominant negative mutants 

of cellular factors involved in multivesicular body sorting pathway. Virus 

Research,196, 128-134, 2015. 

 

 19 Abe, M., Fukuma, A., Yoshikawa, R., Miyazawa, T., and *Yasuda, J.: Inhibition of 

budding/release of porcine endogenous retrovirus. Microbiology and Immunology, 

58(8), 432-438, 2014.  

 

 20 Shimode, S., Nakaoka, R., Hoshino, S., Abe, M., Shogen, H., Yasuda, J., and Miyazawa, 

T.: Identification of cellular factors required for the budding of koala retrovirus. 

Microbiology and Immunology, 57(7), 543-546, 2013. 

 

 21 Shojima. T., Hoshino, S., Abe, M., Yasuda, J., Shogen, H., Kobayashi, T., and 

Miyazawa, T.: Construction and characterization of an infectious molecular clone of 

Koala retrovirus. Journal of Virology, 87(9), 5081-5088, 2013. 

 

 22 Fukuma, A., Yoshikawa, R., Miyazawa, T., and *Yasuda, J.: A new approach to 

establish a cell line with reduced risk of endogenous retroviruses. PLoS One, 8(4), 

e61530 (1-5), 2013. 

 

 23 Imakawa, K., Yasuda, J., Kobayashi, T., and Miyazawa, T.: Changes in Gene 

Expression Associated with Conceptus Implantation to the Maternal Endometrium. 

Journal of Mammalian Ova Research, 30, 2-10, 2013. 

 

 24 Okada J., Horiuchi, H., Hashimoto, K., Hirosawa, D., Kurosaki, Y., Kawamoto, K, 

Yasuda, J., Makino, S., Gemma, N., and Nikaido, M.: Mobile Automatic Detection 

System for Bacillus anthracis using Electrochemical DNA Chip. Journal of Biosensors 

and Bioelectronics, 3, 126, 2012. 

 

 ㉕ Urata, S., and *Yasuda, J.: Molecular mechanism of arenavirus assembly and budding. 

Viruses, 4(10), 2049-2079, 2012. 

ラッサウイルス、南米出血熱ウイルスが属するアレナウイルスのウイルス粒子形成および

出芽機構について報告した。 

 

 26 Takeda, E., Nakagawa, S., Nakaya, Y., Tanaka, A., Miyazawa, T., and *Yasuda, J.: 

Identification and functional analysis of three isoforms of bovine BST-2. PLoS One, 7, 

e41483 (1-7), 2012. 

 

 



 

10 
 

論文 

リスト 

㉗ *Yasuda, J.: Ebolavirus replication and tetherin/BST-2. Frontiers in Microbiology, 3, 

111 (1-5), 2012. 

エボラウイルスの増殖機構と細胞由来の抗ウイルス因子 tetherin/BST-2 の機能について

紹介した。 

 

 28 Yoshikawa, R., Yasuda, J., Kobayashi, T., and Miyazawa, T.: Canine ASCT1 and 

ASCT2 are functional receptors for RD-114 virus in dogs. Journal of General Virology, 

93, 603-7, 2012. 

 

 29 Okada, J., Horiuchi, H., Hashimoto, K, Hirosawa, D., Kurosaki, Y., Kawamoto, K., 

Yasuda, J., Makino, SI., Gemma, N., and Nikaido, M.: Mobile Automatic Detection 

System for Bacillus anthracis using Electrochemical DNA Chip. Journal of Biosensors 

and Bioelectronics, 3 (4), 126, 2012. 

 

 30 Fukuma, A., Abe, M., Urata, S., Yoshikawa, R., Morikawa, Y., Miyazawa, T., and 

*Yasuda, J.: Viral and cellular requirements for the budding of Feline Endogenous 

Retrovirus RD-114. Virology Journal, 8, 540, 2011. 

 

 31 Nagashima, S., Takahashi, M., Jirintai, S., Tanaka, T., Nishizawa, T., Yasuda, J., and 

Okamoto, H.: Tsg101 and Vacuolar Protein Sorting Pathway are required for Virion 

Release of Hepatitis E Virus. Journal of General Virology, 92, 2838-2848, 2011. 

 

 32 Kim, B-G., Lee, J-H., Yasuda, J., Ryoo, H-M., and Cho, J-Y.: Phospho-Smad1 

modulation by Nedd4 E3 ligase in BMP/TGF signaling. Journal of Bone and Mineral 

Research, 26, 1411-1424, 2011. 

 

 33 Fukuma, A., Abe, M., Morikawa, Y., Miyazawa, T., and *Yasuda, J.: Cloning and 

Characterization of the Antiviral Activity of Feline Tetherin/BST-2. PLoS One, 6, 

e18247 (1-6), 2011. 

 

 34 Nakaya, Y., Hoshino, S., Yasuda, J., and Miyazawa, T.: Mapping of a neutralizing 

epitope in the surface envelope protein of porcine endogenous retrovirus subgroup B. 

Journal of General Virology,92, 940-944, 2011. 

 

 35 Fujinami, Y., Kikkawa, H.S., Kurosaki, Y., Sakurada, K., Yoshino, M., and Yasuda, J.: 

Rapid discrimination of Legionella by matrix-assisted laser desorption ionization 

time-of-flight mass spectrometry. Microbiol Res., 166, 77-86, 2011. 
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論文 

リスト 

36 Nakaya,Y., Shojima, T., Yasuda, J., Imakawa, K., and Miyazawa, T.: Epigenetic 

regulation on the 5'-proximal CpG island of human porcine endogenous retrovirus 

subgroup A receptor 2/GPR172B. Microbes Infect., 13, 49-57, 2011. 

 

 ㊲ Fukuma, A., Kurosaki, Y., Morikawa, Y., Grolla, A., Feldmann, H.,  and *Yasuda, J.: 

Rapid detection of Lassa virus by reverse transcription – loop-mediated isothermal 

amplification. Microbiology and Immunology, 55, 44-50, 2011. 

ラッサウイルスの迅速検出法を開発した。 

 

 ㊳ *Yasuda, J.: Marburg virus budding: ESCRT of progeny virion to the outside of the cell. 

Future Virology, 5, 627-637, 2010. 

マールブルグウイルスの出芽機構を分子レベルで解明した結果を紹介した。 

 

 ㊴ Kurosaki, Y., Grolla, A., Fukuma, A., Feldmann, H., and *Yasuda, J.: Development and 

evaluation of the simple diagnostic assay for Marburgvirus using reverse 

transcription-loop-mediated isothermal amplification method. Journal of Clinical 

Microbiology, 48, 2330-2336, 2010. 

マールブルグウイルスの迅速かつ簡便な検出診断法を開発した。 

 

 40 Nakaya,Y., Shojima, T., Yasuda, J., and Miyazawa, T.: Unusual permeability of porcine 

endogenous retrovirus subgroup A through membrane filters. J. Vet. Med. Sci., 72, 

67-71, 2010. 

 

 ㊶ Urata, S., and *Yasuda, J.: Regulation of Marburg virus budding by Nedd4.1; a 

different WW domain of Nedd4.1 is critical for the binding to Marburg and Ebola virus 

VP40. Journal of General Virology, 91, 228-234, 2010. 

マールブルグウイルスとエボラウイルスの出芽機構の違いを報告した。 

 

 ㊷ Urata, S., Yasuda, J., and de la Torre, J.C.: The Z protein of the New world arenavirus 
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recombinant antigens expressed in mammalian cells for serodiagnosis of tick-borne 

encephalitis. J Virol Methods. 2003, 108(2), 171-179. 

 

 52 Lokugamage K, Kariwa H, Hayasaka D, Cui BZ, Iwasaki T, Lokugamage N, Ivanov LI, 

Volkov VI, Demenev VA, Slonova R, Kompanets G, Kushnaryova T, Kurata T, Maeda 

K, Araki K, Mizutani T, Yoshimatsu K, Arikawa J, Takashima I. Genetic 

characterization of hantaviruses transmitted by the Korean field mouse (Apodemus 

peninsulae), Far East Russia. Emerg Infect Dis. 2002, 8(8), 768-776. 

 

 53 Goto A, Hayasaka D, Yoshii K, Mizutani T, Kariwa H, Takashima I. Genetic and 

biological comparison of tick-borne encephalitis viruses from Hokkaido and far-eastern 

Russia. Jpn J Vet Res. 2002, 49(4), 297-307. 

 

 54 Hayasaka D, Goto A, Yoshii K, Mizutani T, Kariwa H, Takashima I. Evaluation of 

European tick-borne encephalitis virus vaccine against recent Siberian and far-eastern 

subtype strains. Vaccine. 2001, 19, 4774-4779. 

 

 55 Hayasaka D, Ivanov L, Leonova GN, Goto A, Yoshii K, Mizutani T, Kariwa H, 

Takashima I. Distribution and characterization of tick-borne encephalitis viruses in 

Siberia and far-eastern region. J Gen Virol. 2001, 82, 1319-1328. 

 

 56 Komoro K, Hayasaka D, Mizutani T, Kariwa H, Takashima I. Characterization of 

monoclonal antibodies against Hokkaido strain tick-borne encephalitis virus. Microbiol 

Immunol. 2000, 44(6), 533-536. 

 

 57 Mizutani T, Inagaki H, Tada M, Hayasaka D, Murphy M, Fujiwara T, Hamada J, 

Kariwa H, Takashima I. The mechanism of actinomycin D-mediated increase of Borna 

disease virus (BDV) RNA in cells persistently infected by BDV. Microbiol Immunol. 

2000, 44(7), 597-603. 
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論文 

リスト 

58 Hayasaka D, Suzuki Y, Kariwa H, Ivanov L, Volkov V, Demenev V, Mizutani T, 

Gojobori T, Takashima I. Phylogenetic and Virulence Analysis of Tick-Borne 

Encephalitis Viruses from Japan and Far East Russia. J Gen Virol. 1999, 80, 

3127-3135. 

 

 59 Mizutani T, Inagaki H, Hayasaka D, Shuto S, Minakawa N, Matsuda A, Kariwa H, 

Takashima I. Transcriptional control of Borna disease virus (BDV) in persistently 

BDV-infected cells. Arch Virol. 1999, 144(10), 1937-1946. 

 

 60 Mizutani T, Inagaki H, Hayasaka D, Kariwa H, Takashima I. Enhancement of Borna 

disease virus transcription in persistently infected cells by serum starvation. J Vet 

Med Sci. 1999, 61(7), 831-834. 

 

 61 Mizutani T, Ogino M, Nishino Y, Kimura T, Inagaki H, Hayasaka D, Kariwa H, 

Takashima I. Single-step reverse transcriptase-polymerase chain reaction for detection 

of Borna disease virus RNA in vitro and in vivo. J Vet Med Sci. 1999, 46(4), 165-169. 

 

 62 Takashima I, Morita K, Chiba M, Hayasaka D, Sato T, Takezawa C, Igarashi A, 

Kariwa H, Yoshimatsu K, Arikawa J, Hashimoto N. A case of tick-borne encephalitis in 

Japan and isolation of the virus. J Clin Microbiol. 1997, 35(8), 1943-1947. 

 

※ BSL-4 病原体に関連する論文には論文番号に○印を付け、概説している。 

*は責任著者の論文 
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長崎大学における BSL-4 施設実験経験者の経歴及び論文等（③浦田秀造 助教） 

 

平成 30 年 3 月 18 日現在  

項 目 概 要 

氏 名 浦田 秀造  

略 歴 

 

2007 年 4 月～2008 年 3 月 日本学術振興会 特別研究員 DC2 

2008 年 4 月～2011 年 3 月 The Scripps Research Institute (TSRI)  

Postdoctoral Fellow 

2008 年 4 月～2009 年 3 月 日本学術振興会 博士研究員 PD 

2009 年 4 月～2011 年 3 月 National Institutes of Health (NIH)  Postdoctoral 

Fellow (T32) 

2011 年 4 月～現在 長崎大学熱帯医学研究所 助教 

2016 年 10 月～現在 The University of Texas Medical Branch Visiting 

Scientist 

2017 年 4 月～現在 長崎大学感染症共同研究拠点 助教 

経 験 BSL-3  15 年 BSL-4  5 年   

論文 

リスト 

1 Watanabe K., Ishikawa T., Otaki H., Mizuta S., Hamada T., Nakagaki T., Ishibashi 

D., Urata S., Yasuda J., Tanaka Y., Nishida N..：Structure-based drug discovery for 

combating influenza virus by targeting the PA-PB1 interaction. Sci Rep. vol. 25; 7(1): 

9500., 2017  

 

 2 Uchida L., Urata S., Ulanday GE., Takamatsu Y., Yasuda J., Morita K., Hayasaka 

D.：Suppressive Effects of the Site 1 Protease (S1P) Inhibitor, PF-429242, on Dengue 

Virus Propagation.Viruses. vol. 8(2), 2016  

 

 

 ③ Urata S., Weyer J., Storm N., Miyazaki Y., van Vuren PJ., Paweska JT., Yasuda J.：

Analysis of assembly and budding of Lujo virus¸ Journal of Virology¸ vol. 90 (6), 

3257-3261¸ 2016 

南アフリカ共和国の BSL-4 施設を利用してルジョウイルス (BSL-4 病原体)の分子生物学

的解析を行い、創薬標的を同定した。なお、BSL-4 内での作業の様子は CNN Student news

で紹介された (5 分 45 秒付近に登場) 

(https://edition.cnn.com/2016/03/13/studentnews/sn-content-mon/index.html)。 

 

 

 ④ Urata S. and Yasuda J.：Cis- and cell type dependent trans-requirements for Lassa 

virus-like particle production¸ Journal of General Virology¸ vol. 96 (Pt7), 1626-35, 2015 

ラッサウイルスの粒子形成機構が細胞の種類によって異なることを報告した。 
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論文 

リスト 

⑤ 

 

Iwasaki M, Urata S, Cho Y, Ngo N, de la Torre JC.: Cell entry of lymphocytic 

choriomeningitis virus is restricted in myotubes.Virology. vol. 458-459:22-32., 2014 

ラッサウイルスと近縁のリンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス (LCMV)の細胞侵入における仕

組みを報告した。 

 

 ⑥ Urata S., and Yasuda J.: Molecular mechanism of arenavirus assembly and budding. 

Viruses, 4(10), 2049-2079, 2012. 

ラッサウイルス、南米出血熱ウイルスが属するアレナウイルスのウイルス粒子形成および

出芽機構について総説を執筆した。 

 

 ⑦ Urata S., Ngo N., de la Torre JC.：The PI3K/Akt Pathway Contributes To Arenavirus 

Budding.¸ Journal of Virology¸ vol. 86 (8), 4578-4585¸ 2012 

ラッサウイルスの粒子産生機構が抗がん剤の標的にもなっている宿主シグナル経路を利

用していることを明らかとし、ラッサウイルスに対する創薬の可能性を報告した。 

 

 ⑧ Urata S., de la Torre JC：Arenavirus budding¸ Advances in Virology¸ vol. 2011, 180326, 

2011 

ラッサウイルスや南米出血熱ウイルスなどの粒子産生機構に関する総説を執筆した。 

 

 9 Fukuma A., Abe M., Urata S., Yoshikawa R., Morikawa Y., Miyazawa T., Yasuda J.：

Viral and cellular requirements for the budding of feline endogenous retrovirus 

RD-114. Virol J. vol 14;8:540., 2011  

 

 10 Popkin DL., Teijaro JR., Sullivan BM., Urata S., Rutschmann S., de la Torre JC., Kunz 

S., Beutler B., Oldstone M.：Hypomorphic mutation in the site-1 protease mbtps1 

endows resistance to persistent viral infection in a cell-specific manner.¸ Cell Host 

Microbe¸ vol. 9 (3), 212-222¸ 2011 

2011 年ノーベル医学生理学賞受賞の Beutler 教授らとウイルス持続感染に関与する宿主

因子を報告した。 

 

 ⑪ Emonet SE., Urata S., de la Torre JC.：Arenavirus reverse genetics: new approaches 

for the investigation of arenavirus biology and development of antiviral strategies. 

Virology. Vol. 411(2):416-25., 2011 

ラッサウイルスなどが含まれるアレナウイルス科における総論を執筆した。 

 

 ⑫ Urata S., Yun N., Pasquato A., Paessler S., Kunz S., de la Torre JC.：Antiviral activity 

of a small-molecule inhibitor of arenavirus glycoprotein processing by the cellular site 

1 protease¸ Journal of Virology¸ vol. 85 (2), 795-803¸ 2011 

ラッサウイルスの表面糖タンパク質の開裂が創薬標的となり得ることを報告した。 
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論文 

リスト 

⑬ Urata S., Yasuda J.：Regulation of Marburg virus (MARV) budding by Nedd4.1: a 

different WW domain of Nedd4.1 is critical for binding to MARV and Ebola virus 

VP40¸ Journal of General Virology¸ vol. 91 (1), 228-234¸ 2010 

マールブルグウイルスとエボラウイルスの粒子形成機構の違いを報告した。 

 

 ⑭ Urata S, Yasuda J, de la Torre JC.: The z protein of the new world arenavirus tacaribe 

virus has bona fide budding activity that does not depend on known late domain 

motifs. J Virol. vol. 83(23):12651-5., 2009  

ラッサウイルスや南米出血熱ウイルスと近縁のタカリベウイルスの出芽機構を明らかに

した。 

 

 ⑮ Sakuma T, Noda T, Urata S, Kawaoka Y, Yasuda J.：Inhibition of Lassa and Marburg 

virus production by tetherin., J Virol., 83(5):2382-5, 2009 

ラッサウイルスやマールブルグウイルスに対して抗ウイルス作用をもつ細胞性因子

tetherin の作用機構について明らかにした。 

 

 16 Urata S., Yokosawa H., Yasuda J.：Regulation of HTLV-1 Gag budding by Vps4A, 

Vps4B, and AIP1/Alix., Virol J., vol 2;4:66, 2007 

 

 ⑰ Urata S., Noda T., Kawaoka Y., Morikawa S., Yokosawa H., Yasuda J.：Interaction of 

Tsg101 with Marburg virus VP40 depends on the PPPY motif, but not the PT/SAP 

motif as in the case of Ebola virus, and Tsg101 plays a critical role in the budding of 

Marburg virus-like particles induced by VP40, NP, and GP.¸ Journal of Virology¸ vol. 

81 (9), 4895-4899¸ 2007 

マールブルグウイルスの粒子形成に関与するウイルス及び宿主側の因子を報告した。 

 

 ⑱ Urata S., Noda T., Kawaoka Y., Yokosawa H., Yasuda J.：Cellular factors required for 

Lassa virus budding¸ Journal of Virology¸ vol. 80 (8), 4191-4195¸ 2006 

ラッサウイルスの粒子形成に関与する宿主因子を報告した。 

 

※ BSL-4 病原体に関連する論文には論文番号に○印を付け、概説している。  
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長崎大学における BSL-4 施設実験経験者の経歴及び論文等（④櫻井康晃 特任研究員） 

 

平成 30 年 3 月 18 日現在  

項 目 概 要 

氏 名 櫻井 康晃 

略 歴 

 

2008 年 4 月～2010 年 3 月 日本学術振興会 特別研究員（DC2） 

2010 年 4 月～2012 年 3 月 京都大学ウイルス研究所 博士研究員 

2012 年 4 月～2016 年 12 月 Texas Biomedical Research Institute, USA, 

Postdoctoral Fellow 

2017 年 1 月～2017 年 10 月 Texas Biomedical Research Institute, USA, Staff 

Scientist 

2017 年 11 月～現在 Texas Biomedical Research Institute, USA, Visiting 

Scientist 

2017 年 11 月～現在 長崎大学感染症共同研究拠点 特任研究員 

経 験 BSL-3  13 年 BSL-4   6 年   

論文 

リスト 

① Shtanko O, Sakurai Y, Reyes AN, Noel R, Cintrat J-C, Gillet D, Barbier J, Davey RA. 

Retro-2 and its dihydroquinazolinone derivatives inhibit filovirus infection. Antiviral 

Res. 149, 154-163 (2018) 

BSL-4 施設にて、エボラウイルスやマールブルグウイルスの感染を阻害する複数の化合物

を発見し、その作用機序を解析。 

 

 ② Gupta N, Noël R, Goudet A, Hinsinger K, Michau A, Pons V, Abdelkafi H, Secher T, 

Shima A, Shtanko O, Sakurai Y, Cojean S, Pomel S, Liévin-Le Moal V, Leignel V, 

Herweg JA, Fischer A, Johannes L, Harrison K, Beard PM, Clayette P, Le Grand R, 

Rayner JO, Rudel T, Vacus J, Loiseau PM, Davey RA, Oswald E, Cintrat JC, Barbier J, 

Gillet D. Inhibitors of retrograde trafficking active against ricin and Shiga toxins also 

protect cells from several viruses, Leishmania and Chlamydiales. Chem Biol Interact. 

267, 96-103 (2017) 

BSL-4 施設を用いた実験により、様々な病原体や毒素に対する阻害効果が認められる化合

物の、抗エボラウイルス効果を同定。 

 

 ③ Sakurai Y. Development of anti-Ebola virus drugs. ANTIBIOTICS & 

CHEMOTHERAPY 33, 81-87 (2017) 

エボラウイルス病に対する有望な治療薬候補に関する総説を執筆。 

 

 

 ④ Sakurai Y. Ebola virus host cell entry. Uirusu 65, 71-82 (2015) 

エボラウイルスが細胞に侵入するメカニズムに関する総説を執筆。 
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論文 

リスト 

⑤ Rhein BA, Powers LS, Rogers K, Anantpadma M, Singh BK, Sakurai Y, Bair T, 

Miller-Hunt C, Sinn P, Davey RA, Monick MM, Maury W. Interferon-γ Inhibits Ebola 

Virus Infection. PLOS Pathog. 11, e1005263 (2015) 

BSL-4 施設にて、抗ガン剤として使用されている薬剤の抗エボラウイルス効果を細胞と実

験動物を用いて発見し、その作用機序を解明。 

 

 ⑥ Sakurai Y, Kolokoltsov AA, Chen C-C, Tidwell MW, Bauta WE, Klugbauer N, Grimm 

C, Schott CW, Biel M, Davey RA. Two-pore channels control Ebola virus host cell entry 

and are drug targets for disease treatment. Science 347, 995-998 (2015) 

BSL-4 施設を用いて、エボラウイルスの感染機構を解明。さらに、それを標的とした薬剤

を同定し、動物実験により治療効果を確認。表紙論文として掲載。 

 

 ⑦ Chung DH, Jonsson CB, Tower NA, Chu YK, Sahin E, Golden JE, Noah JW, Schroeder 

CE, Sotsky JB, Sosa MI, Cramer DE, McKellip SN, Rasmussen L, White EL, 

Schmaljohn CS, Julander JG, Smith JM, Filone CM, Connor JH, Sakurai Y, Davey RA. 

Discovery of a novel compound with anti-venezuelan equine encephalitis virus activity 

that targets the nonstructural protein 2. PLOS Pathog. 10, e1004213 (2014) 

BSL-4 施設を用いて、他のウイルスに対する薬剤として開発された化合物の抗エボラウイ

ルス効果を検討。 

 

 ８ Shimane K, Kodama EN, Nakase I, Futaki S, Sakurai Y, Sakagami Y, Li X, Hattori T, 

Sarafianos SG, Matsuoka M. Rev-derived peptides inhibit HIV-1 replication by 

antagonism of Rev and a co-receptor, CXCR4. Int J Biochem Cell Bio. 42, 1482-1488 

(2010) 

 

 ９ Sakurai Y, Komatsu K, Agematsu K, Matsuoka M. DNA double strand break repair 

enzymes function at multiple steps in retroviral infection. Retrovirology 6, 114 (2009) 

 

 10 

 

Ueno M, Kodama EN, Shimura K, Sakurai Y, Kajiwara K, Sakagami Y, Oishi S, Fujii 

N, Matsuoka M. Synonymous mutations in stem-loop III of Rev responsive elements 

enhance HIV-1 replication impaired by primary mutations for resistance to 

enfuvirtide. Antiviral Res. 82, 67-72 (2009) 

 

※ BSL-4 病原体に関連する論文には論文番号に○印を付け、概説している。  
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（３） BSL-3 施設における排気検査 

 

 

○ 委員からご指摘いただきました、熱帯医学研究所 BSL-3 実験室の排気検査

については、以下の方法を検討しております（模式図は次ページのとおり）。 

 

（実施を予定する検査の案） 

 ① BSL-3 実験室の安全キャビネット内で、ダニ媒介脳炎ウイルスを用い

た実験（作業時間はおよそ３時間）を実施する。 

 ② 上記実験作業中に、熱帯医学研究所屋上にある排気口において、排気

回収装置を用いて排気を回収する。 

 ③ 回収したサンプル中におけるダニ媒介脳炎ウイルスの有無を検査す

る（ウイルス増殖の有無を細胞変性効果*の有無及び間接蛍光抗体法**

で確認する）。検出作業は、熱帯医学研究所 BSL-3 実験室にて行う。 

   
* 細胞変性効果：ウイルス感染により細胞が死んで浮遊すること 

** 間接蛍光抗体法：抗体染色によりウイルスを検出する方法 

 

○ 準備が整い次第実施し、結果を速やかにご報告します。 
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（４） HEPA フィルタに関する WHO 基準の論拠 

 

 

○ 感染症の病原体研究に関する安全対策の世界標準である WHO の指針（実験

室バイオセーフティ指針 WHO 第３版 2004）においては、「HEPA フィルタは、

直径 0.3 ㎛の粒子は 99.97％、直径 0.3 ㎛より大きいか、より小さいサイ

ズの粒子を 99.99％捕捉する。これは、事実上、HEPA フィルタがすべての

既知の病原体を効果的に捕捉する事を可能にし、無菌の排気だけがキャビ

ネットから放出されることを保証する」とされ、BSL-4 施設からの排気は

２重の HEPA フィルタを通すこととされています。 

 

○ この点について、本学でその背景となる論文等について、指針の引用文献

で調べましたが該当がなかったため、WHO に確認しましたが、WHO から論文

等の提示はありませんでした。 

 

○ なお、HEPAフィルタの性能に関しては、海外で行われた実証実験において、

ブタ 10 頭中全頭感染するようなウイルスを含む空気を放出しても、その空

気を１回 HEPA フィルタに通すことのみで、１頭も感染するブタが出なくな

ったとの結果が得られており、また BSL-4 施設の稼働が始まって 40 年以上

経ちますが、ウイルスの漏洩などによる外部への感染事故は一度も起きて

いません。 

※ 参考文献：Dee SA etal.,2006,Can J Vet Res.70(1):28-33,Dee SA et  

al.,2006,Can J Vet Res.70(3):168-78. 
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